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1988年設立。大阪が拠点のNGO。

理念：
「ウータン・森と生活を考える会」は、多様な生き物を支える森を守ります。
アジアを中心に、私たちの生活と熱帯林のつながりを感じて、自然と共生する
社会をめざします。

ミッション：
1 2030年までに森林破壊ゼロをめざします。森林破壊につながる開発を抑止する
ために国内外で活動するNGOなどの世界の中間と共に調査し行動します。

2 原生種による失われた森林の回復と地域住民主体による残された森林の保全
を国内外のNGOや現地の人々と協力して実現します。

3気候変動を食い止め生物多様性を守るために、原生や保全価値の高い森林及
び熱帯泥炭地等の重要性を国内外に発信します。また、世界で活動する中間と
つながり、問題解決のために行動する人を増やします。

ウータン・森と生活を考える会
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ボルネオ島

熱帯林

NGO

a
野生生物



出典：BBCインドネ
シアボルネオ島（2015年10月頃）

（BBCインドネシア）
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（「ゾウの森とポテトチップス」横塚眞己人、そうえん社）



かつて95％が原生林に
覆われていたボルネオ島
の森の約半分が失われた
（日本の森林面積は70%）
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コンサベーションインターナショナル



出典：BBCインドネ
シア

2015年の大規模森林火災

京都府５つ分以上の２６０万ヘクタール以上が消失
日本の総排出量を超える１６億トン以上の温室効果ガス

（Global Fire Emissions Database）



熱帯泥炭地

死んだ植物が分解されずに溜まった膨大な炭素を含む大地
インドネシアの熱帯泥炭地は世界の約半分で、素貯留量は65%

気候変動に大きな影響がある



1900年代後半までボルネオでは森林火災が広がることはなかった
熱帯泥炭地の劣化と森林火災の延焼には人為的な影響がある
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見たり触ったり食べたりしたことがある人はいますか？

�¯¦:

$�®$%oq�M®�(zo�pn
����P"c����_c

����ª¯¦c¤¯�ªc�¨�¬¯�c
�¨¯���cJ¥«�c

;�cG^c�K�c�����¯�«
�¯¦:CZ
Rixg:



���)�"�$(

�2017年現在
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小さなプランテーションでも
環状線がすっぽり入る大きさ

全て合わせると日本の面積の２分の１以上
（２０００万ヘクタール以上）（BCTJ）



写真：C.O.P提供

オランウータン（森の人）も
生きることができない



行き場を失ったオランウータンが害獣として殺されるケースも
（違法）
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エビ
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野菜

プランテーションの周りには
森の恵みで暮らす人々もいる

農薬や洪水の被害



プランテーション農園での過酷な労働
強制労働や児童労働も人権系NGOなどにより報告される



彼らの住む森は今もなお、失われつづけている
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（「ゾウの森とポテトチップス」横塚眞己人、そうえん社）

熱帯林は…



（「ゾウの森とポテトチップス」横塚眞己人、そうえん社）

多くの生きものの棲み家だったが…



（「ゾウの森とポテトチップス」横塚眞己人、そうえん社）

大規模な土地転換によって



（「ゾウの森とポテトチップス」横塚眞己人、そうえん社）

私たちの日常の生活へとたどり着く



生産 流通 販売 消費 廃棄

「消費者が払うコストには
環境負荷が上乗せされていない」
「そのコストは環境破壊として
次世代の人間が払うことになる
かもしれない」森林破壊 生物多様性への影響 気候変動
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外国の人たち、他の生き物たち、未来の子どもたちに対して
フェアなのでしょうか？
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まとめ

パーム油の生産地で起きていること
・世界有数の生物多様性が失われている
・労働者への人権侵害
・先住民や地域住民の土地収奪、汚染

パーム油の特徴
・世界中で様々なものに使われている
・先進国も多く消費している（私たちの問題）
・途上国でも多く利用される。85％以上は食用
（先進国でのエネルギー利用は正しいのか？）



ありがとうございました！

現地で頑張っているNGOの仲間に支援をする緊急集会

世界の仲間と楽しく活動しています

全員ボランティアで、
ボルネオでの活動や
日本でのイベントや学習会
など話し合っています。

会員も募集中！

ウータンウェブサイト
http://www.hutangroup.org

連絡は石崎まで
yururissy@gmail.com


